
さ
よ
う
な

ら
原
発
１
０

０
０
万
人
ア

ク
シ
ョ
ン
と

連
動
し
、
10

月
29

日
、
函

館
市
千
代
田
公
園
に
て
、

「
や
め
る
べ
、
大
間
原
発
！
」

北
海
道
集
会
が
開
催
さ
れ
、

全
道
各
地
か
ら
１
５
０
０

名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
北
海
道
平

和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
山
田

代
表
が
「
フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
な

ど
、
事
故
が
暴
走
し
た
と

き
に
止
め
る
事
も
で
き
な

い
。
原
発
を
や
め
る
こ
と

に
、
何
ら
躊
躇
も
な
い
と

い
う
声
を
さ
ら
に
大
き
な

結
集
軸
に
！
」
と
あ
い
さ

つ
、
ま
た
、
道
南
フ
ォ
ー

ラ
ム
相
澤
氏
が
地
元

あ
い
さ
つ
を
行
い
、

続
い
て
福
島
か
ら
の

連
帯
あ
い
さ
つ
で
中

路
氏
よ
り
「
除
染
し

て
も
放
射
線
量
が
さ

が
ら
な
い
。
大
地
が

も
と
に
も
ど
ら
な
い
。

県
外
へ
の
移
転
が
増

え
て
い
る
。
」
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
取
り
組

み
報
告
で
は
、
大
間
訴
訟

の
会
の
竹
田
氏
が
「
大
間

原
発
の
特
殊
性
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。
こ

の
訴
訟
に
関
心
を
寄
せ
て

ほ
し
い
。
」
と
訴
え
た
。

最
後
に
、
「
福
島
原
発

事
故
で
日
本
の
原
発
の
安

全
神
話
は
崩
れ
た
、
私
た

ち
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
再
生
可
能
な
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
！
」

と
集
会
ア
ピ
ー
ル
が
採
択

さ
れ
、
そ
の
後
、
参
加
者

は
デ
モ
行
進
を
行
い
、

「
大
間
原
発
は
い
ら
な
い
！
」

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転

換
し
よ
う
！
」
と
対
岸
に

向
け
て
声
を
あ
げ
た
。

青
森
県
大
間
町
に
建
設
中

（
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
工
事
中
断
）
の
大
間
原

発
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
全

炉
心
で
使
用
す
る
商
業
用

で
は
世
界
で
は
じ
め
て

の
フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
に
よ
る

運
転
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
通
常
の
原

発
よ
り
も
炉
心
内
で
の

出
力
が
偏
る
な
ど
、
危

険
な
要
素
が
新
た
に
加

わ
る
こ
と
と
な
る
。
大
間

原
発
は
、
函
館
市
戸
井
地

区
ま
で
は
わ
ず
か
23
㌔
、

函
館
市
中
心
部
ま
で
は
30

㌔
圏
内
に
位
置
し
て
い
る
。

11
月
４
日
～

６
日
に
か
け
て
、

山
形
市
に
お
い

て
第
48
回
護
憲

大
会
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら

２
５
０
０
名
が

参
加
し
た
。

平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
江
橋
代
表

の
主
催
者
あ
い

さ
つ
の
後
、
実

行
委
員
会
よ
り
「
原
子
力

政
策
や
米
軍
基
地
な
ど
に

対
し
、
『
生
命
の
尊
厳
』

を
重
視
し
、
地
方
が
主
体

と
な
っ
た
政
治
に
変
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
基
調
提
案
が
さ

れ
た
。
引
き
続
い
て
開
催

さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
『
震
災
か
ら
考
え
る
、

「
人
間
の
安
全
保
障
」
で

「
生
命
の
尊
厳
」
を
』
を

テ
ー
マ
に
、
震
災
、
原
発

被
災
を
め
ぐ
る
情
勢
や

「
国
策
」
の
も
と
で
犠
牲

を
強
い
ら
れ
て
い
る
沖
縄

問
題
に
つ
い
て
、
パ
ネ
リ

ス
ト
が
討
議
を
行
っ
た
。

２
日
目
は

そ
れ
ぞ
れ
７

つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
討
論
を
行
っ

た
ほ
か
、
「
日
本
国
憲

法
か
ら
見
た
東
日
本
大

震
災
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
宮
城
・
福
島
を
訪
問

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
も
行
わ
れ
、
特
に
訪

問
先
の
福
島
県
飯
舘
村

で
は
現
在
も
高
い
放
射

線
量
が
観
測
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
苦
し
い
状
況
下
で

も
、
様
々
な
課
題
に
前
向

き
に
取
り
組
む
現
地
の
人
々

の
姿
が
あ
っ
た
。

最
終
日
に
は
、
被
災
地

か
ら
の
訴
え
を
は
じ
め
と

し
た
特
別
提
起
の
あ
と
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長

藤
本
氏
が
大
会
の
ま
と
め

を
行
い
、
各
分
科
会
で
の

議
論
を
参
加
者
が
共
有
し

て
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。
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○

事
務
局
だ
よ
り

○

護
憲
大
会
で
、
福
島
・

宮
城
・
沖
縄
と
３
名
の

方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
震
災
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
被
災
地

は
皆
が
被
害
を
知
り
、

心
配
し
ま
し
た
が
、
沖

縄
は
ず
っ
と
、
ど
こ
か

「
ひ
と
ご
と
」
に
さ
れ

続
け
て
い
た
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
（
む
）

危
険
度
が
き
わ
め
て
高
い

フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
用

やめるべ大間原発！

10.29 全道集会

函館にも甚大な被害が
想定される大間原発

被災地福島県からの報告
＝最終日、特別提起にて

「すべての原発をなくそう！」
デモ行進に出発する参加者

『
生
命
の
尊
厳
』
を
重
視
し
、

地
方
が
主
体
と
な
っ
た
政
治
を

第48回

護憲大会

と き ： 2011年12月2日（金）18:00 ～

と こ ろ ： 江別市民会館37号室

参加報告 ： 締め切り 11月25日（金）

までに石狩地域協議会事務局へ


